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は じ め に

イ ネ に は， 畑地で栽培 さ れ る 陸稲 と， 水 田 で栽培 さ れ

る 水稲 が あ る が， 陸稲 は早魅 な ど の気象要 因 に よ る リ ス

ク が大 きい た め， 防除 は ほ と ん ど実施 さ れてい ない 。 ま

た， 日 本 に お け る 陸稲 の栽培面 積 も 少 ない の で， こ こ で

は水稲 に絞 って 検討 を行 っ た 。

水田 の栽培作業 を み る と， 水 を 入れて の代か き， 田植

え， 収穫時の稲 わ ら の 持ち 出 し， ない し は す き 混み， 雑

草対策 として 冬季 の園 場 の耕 起 な ど が あ り， 水 田 の 害

虫， 天敵 を 含む動物層 の ほ と ん ど は， こ の作業の過程で

除去 さ れ る と 思わ れ る 。 し た が って， 水 田 内 の害虫 ・ 天

敵相 は ほ と ん ど が移住 者 で占 め ら れ る こ と に な る 。

ま た， ク モ， 寄生蜂な ど の 天敵類 に よ る 害虫の密度抑

制 の働 き が大 き く， 殺虫 ス ペ ク ト ラ ム の 広い 化学合成農

薬の不適切 な使 用 は， 天敵類 の 除去 に よ って， 増殖 力 の

大 きい ウ ン カ ・ ヨ コバ イ 類の 密度 を 高 めてし まう 結果 を

し ば し ば引 き 起 こしてい る 。

イ ネ の害虫 を対象 にし た研究例 は ニ カ メ イ チ ュ ウ を は

じ め と して 数多 し こ れ ら の観察 に 伴 い， イ ネ 害虫か ら

の病原微生物の分離 は数多 く な さ れてい る 。

し かし， こ れ ら の微生物 を 用い た 防除試験例 は あ ま り

多 く な し 圃場 レベ ル の 試験 は さ ら に 少 ない 。

I ウイルス， 細菌

ウ イ ル ス， BT 剤 は水田害虫で は ニ カ メ イ チ ュ ウ， コ プ

ノ メ イ ガ， イ チ モ ン ジ セ セ り な ど鱗麹 目 害虫 を標的 にし

てい る 。 ウ イ ル ス は ニ カ メ イ チ ュ ウ か ら 核多 角体病 ウ イ

ル ス (NPV)， 虹 色 ウ イ ル ス (IV)， 頼 粒 病 ウ イ ル ス

(GV)カ九 コ プ ノ メ イ ガか ら GV， IVカむ イ ネ ッ ト ム シ

か ら NPV， IV が， イ ネ ヨ ト ウ か ら NPV が分離 さ れてい

る 。 こ の中 で， ニ カ メ イ チ ュ ウ に 対し虹色 ウ イ ル ス， 頼

粒病 ウ イ ル ス の ポ ッ ト 試験が実施 さ れた (岡 田， 1967) 

が， そ の後実用化 に は 至 ってい ない 。

BT 剤 は ニ カ メ イ チ ュ ウ， コ プ ノ メ イ ガ， イ チ モ ン ジ セ

セ リ な ど を対象 に 委託試験 に 出 さ れ， 高い 効果 を 得てい

た が， イ ネ での 農薬登録 は 現在 ない 。 こ の こ と は， 各農

薬 メ ー カ ー の判断 として， こ れか ら の稲 作が低 コ ス ト 化
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の 方 向 に あ り， 商 品 として の コ ス ト が掛 か り す ぎ る こ

と， 過去 の委託試験 で は 一括 BT として 血清型 に よ る 分

類 を して お ら ず， あ ら た めて 分類後， 試験 を 実施す る 必

要があ る こ と な どが そ の理由 として 考 え ら れ る (石塚，

私信) 。

E 糸 状 菌

水 田 で は白面 水の存在 に よ って 高湿度が維持で き る 。

こ れ は湿度 を必要 と す る 糸状菌の利 用 に は 有利 な 条件 と

な る 。 ま た， 多 く の 糸状菌が分離 さ れ (表 1)， 試験材料

が豊富 な こ と も あ り， 他の微生物 に 比較 す る と 試験例 は

や や 多い 傾向 で あ る 。

日 本の水田 の 主要害虫 は， ウ ン カ ・ ヨ コバ イ 類， イ ネ

ミ ズ ゾ ウ ム シ， 斑点米の カ メ ム シ 類， 食葉性の鱗麹 目 で

あ り ， 富 山， 長 野 な ど に おい て 前 二 者 の 試 験 が

Beauveria bassiana， Metarhizium anisopliae を 用 い て

実施 さ れてい る 。

表 - 1 日 本産 イ ネ 害虫類か ら 分離された 糸状菌 (国見. 1993) 

ケ ラ

ハ ネ ナ ガ イ ナ ゴ
ヒ メ ト ピウ ン カ

ト ピイ ロ ウ ン カ

セ ジ ロ ウ ン カ

Beauve円ia brongniartii， Metarhizium 

anisopliae， Cordyceþs ko問問。

Beauveria bassiana， En品omophaga gηlli 

Beauveげa b国幻iana， Metarhizium aniso 

ρliae， Eηnia delPhacis 

Melarhizium flavoviride， Paecilomyces 

j註門�no幻�s， Conidiobolus coronat削，c.

megalotocus， Eηn昭delphacis， E. ra

dicans 

Paecilomyces farinosus， Eηn田delPhacis

イ ナ ズマ ヨ コ バ イ I Meωrhizium flavoviride 

ツ マ グ ロ ヨ コ バイ I Beauve巾b凪sia即， Paecilomyces fari-

nosus， Erynia delphacis 

ク モ へ リ カ メ ム シ I Beauveria bassiana 

イ ネ ク ロ カ メ ム シ I Me旬γhizium anisoPI勿e， Paecilomyces 

lilacinus， Nomuraea ril，のi

イ ネ ク ピホ ソ ハ ム シ I Beauveria bassiana 

イ ネ ゾ ウ ム シ I Paecilomyces farinosus 

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ I Beau山内ia bass回na， Melarhizium a1叫

ニ カ メ イ ガ

コ プ ノ メ イ ガ

sopliae， Hirsutella jonesii 

Beauveria bassiana， Asþergillus flavus， 

Hi1古tella satumaennsis 

Nomuraea rileyi， Erynia radicans 

イ チ モ ン ジ セ セ リ I Paecilomyces farinosus 

フ タ オピコ ヤ ガ I Paecilomyces farinosus， Nomuraea rileyi 

イ ネ ヨ ト ウ I Paecilomyces j註rino邸<5， Nomuraea rileyi 
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表 2 各試験 区内 の イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ成虫の 感染状況 ( 吉沢 ， 1994) 
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図 - 1 B. b田s iana ， M. aniso þliae の ツ マ グ ロ ヨ コ バイ 密
度 抑制効果 (新聞， 1994) 
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図 - 2 B. b附iana No. 9 の ツマ グ ロ ヨ コ バ イ 密度 抑制効
果 (野瀬， 1990) 

散布量 : 1 . 0  x 10 ' Conidia/ml l0 l/a. 
....: 散布 日 1989 年 8 月 29 日 .

ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ を 対象 に ， 早生品種闘 場 に おい て
B. bassiana， M. anisoPliae を 用い た 試験 (新凹 . 1991) 

散布 採集採集時 死亡成虫 採集時生存成虫 産
卵
数

菌株名
月 日 虫数 合計B. b. M.a. 合計B. b. M.a. 生理 死生存

BB 1 6 月 7 日 30 5 5 。 25 24 1 。 o 121 
BB 1 6 月 10 日 30 。 。 。 30 26 4 。 。 51  
BB 1 4 回 30 6 6 。 24 23 1 。 。 4 
M 8  6 月 7 日 30 。 。 。 30 。 30 。 。 50 
M 8  6 月 10 日 30 l 。 l 29 。 29 。 。 15 
M 8 4 回 30 6 。 6 24 l 22 l 。 10  

無 処 理 30 。 。 。 30 9 16  4 84 

6 月 14 日 に各 区か ら 採集. 3 区合計. B. b. : Beauve 巾ba ぉ勿即に よ る
死亡虫数 M.a. : Me farhizium aniso þl 加に よ る 死亡虫数. 生理 死:

生理 死な ど感染以 外に よ る 死亡虫数. 生存 : 採集後 12 日 間以上生
存. 産卵数 : 12 日 間の合計産卵数.

30 

で は . M. aniso.ρliae の 効 果 は あ ま り 高 く ない が ，

B. bass勿na の効果 は 高 く ， ウ ン カ 類 に リ サ ー ジ ェ ン ス を

起 こ さ ない とい わ れ る エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 剤 と 同等 の

効果が認 め ら れた ( 図 -1 ) 。 晩生 品種 を 用い た 試験 (野

瀬. 1990) で もB. bassiana の効果 は 高 く ， 散布後 1 か月

以 上効 果 が持続し てい る( 図 2) 。 対照 に 用い ら れ た

PHC 剤で は . 2 週間で ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ の 密度 が 回 復

し . B. bassiana の ほう が効果が高 か っ た 。 両試験 と も 効

果が長期 間持続す る の は， 発病虫 か ら の二次感染 によ る

も の と 推察 さ れてい る 。

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ は成虫 によ る 葉の食害 と ， 幼虫 によ

る 根の食害 が あ り ， 後者の被害が大 きい 。 こ の た め 効果

の 判 定 が 難し く ， 吉 沢 (1993) は . B. bassiana， 

M. anisoρliae の 試験 に おい て ， 成虫の産卵数 によ っ て効

果 を判定しよう とし てい る 。 こ れ によ れ ば， 生存 日 数が

長 く な る と 産卵数 も 増加し ， 成虫 の感染死亡 率が高 く て
も ， 死亡 まで の 日 数がかか る と 幼虫 の被害 を 受 け る こ と

に な る (表ー2) 。 こ の 試験で はB. bassiana の 多数回散布

の効果が高 く な っ てい る 。 ま た ， 無処理 区 に おい て も 両

菌種 によ る 発病虫が認め ら れ， 胞子の拡散， 感染虫 の移

動 によ る 感染 区域 の 拡大が示唆 さ れ てい る 。

カ メ ム シ類で は ， イ ネ ク ロ カ メ ム シ のM. anゐopliae

によ る 防除試験 が実 施 さ れてい る (森本 . 195 4) 。 胞子懸

濁液， 胞子 とう ど ん粉 を混ぜた粉剤， 蚕 の摘 に 培養し た

も の を供試し ， そ れ ぞ れ高い 効果 を 得 てい る (表-3) 。 蚕

踊培養物 を闘 場周縁 と ， 対角線上の イ ネ 株内 に 一 つ ず つ

挿入す る の が労 力 の 点 か ら も 効果 的 とし てい る 。 ま た ，

自 然感染範囲 の拡大 を 調査し ， 地形 によ っ て は散布地点

か ら 300 m 離 れ た 地 点で 発病 虫 を 確認し てい る ( 表

4) 。 こ の こ と か ら も 感染域 の 拡大 は 大 きい と 考 え ら れ

る 。
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表 - 3 M. an iso Pliae 胞子懸濁液散布 に よ る イ ネ
ク ロ カ メ ム シ 防除 (森本， 1954) 

散布 調査 死亡虫率・(%)

月 日 地 区別 14 日 28 日 32 日 46 日

散布 区 100 100 100 77 
6 月 南隣接区 。 55 90 44 刈

30 日 北 隣接区 50 65 96 42 取
対照 区 。 31  23  28  

散布 区 84 100 94 
7 月 南隣接区 65 81  60  刈

14 日 北 隣接区 60 73 65 取
対照 区 21  1 7  2 1  

散布 区 100 100 
7 月 南隣接区 60 82 メリ
29 日 北 隣接区 74 100 取

対照 区 29 30 

事 : 散布後 日 数

表 - 4 刈取期 (8 月 25 日 ) に お け る M.aniso Pl iae の 自 然伝染に
よ る ク ロ カ メ ム シ の 死亡範囲(森本， 1954) 

方向別 散布 区か ら の 距離(m)

死亡率(% ) 30 50 70 100 130 150 200 250 300 350 400 

南 75 67 60 50 33 40 28 25 25 。 。
東 67 54 47 33 33 。 。 4 0 1-

西 50 38 33 。 l 。
�t 81  

試験地 区は散布地 よ り南800 m， 東 350 m， 西 200 m， 北 30
m の水田地 帯

B. bassiana， M. aniso.ρliae な ど は 水 田 圃 場 に お け る

自 然発生 は 少 な し むし ろ越冬 地 に お け る 発病が多 く 観

察 さ れてい る 。 菌 の 散布圃場 に おい て も ， 翌年に 自 然発

病が多 く な る 傾向 は認め ら れ ないようで あ る 。

こ れ ら の菌 は培養， 増殖が比較 的簡単 な こ と も あ り ，

イ ネ 害虫への積極 的 な 導入が検討 さ れてい る が， 同一菌

種で あ っ て も 菌株 によ り 昆 虫 ご と の 病原性が異 な る た

め ， 対象害虫 に対す る 病原性 の強 さ と と も に ， 天敵な ど

有用 昆虫 に対す る 病原性 も 配慮し な け れ ば な ら ない 。 主

要 な 天敵 とし て ， ゴ ミ ム シ な ど の鞘趨 目 昆 虫， ア メ ン

ポ ， サ シ ガ メ な ど の 半趨 目 昆虫， 卵寄生蜂 な ど の膜麹 目

昆虫 に 対す る 病原性の検 定 を実 施し て おく 必要があ る と

考え る 。

水 田 に お け る フ タ オ ピ コ ヤ ガ の Nomuraea ril，のi の

自 然発病か ら ， 蚕の緑 きょう 病 の 予察 を検討し た 事例 な

ど も あ り ， 蚕 に 対 す る 影響 が 大 きい と 考 え ら れ てい る

(立 石. 1957) 。 こ の た め ， 鱗麹 目 害虫 に 対す る 試験例が

少 ない こ と が推察 さ れ る 。 ま た ， 水 田 が桑園 と 隣接す る

20 
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図 - 3 ツ マ グ ロ ヨ コ バイ 生息密度 と ウ ン カ 疫病菌の発病
推移 ( 1993)

場所で は， 蚕 に 病原性の 強い 菌の 大規模 な 散布 は 困難 に

な る 。 病原性 は 系統 によ っ て 異 な る タ イ プ が あ る も の

の， ま ず は 蚕 に対す る 病原性の段階で 実用 化 を 断念す る

例が多いようで あ る 。

ま た ， 水 田 に おい て ト ピ イ ロ ウ ン カ の 多 発生 時 に

Eηmia delphacis. Conidiobolus coronatus な ど の 流 行

状 態 が 報 告 さ れ てい る( 江 崎 . 1935:鍬塚 ・鮫 島 ，

1942 :李. 1984: 島津. 1976) 。 茨城県 に おい て も ， 毎年

秋期 に E. delPhacis が小規模 な が ら 流行 を 起 こし てい る

( 図-3) こ と か ら ， ウ ン カ ・ ヨ コ バ イ 類 の 密度抑 制 に 一定

の働 き をし てい る も の と 考え ら れ る 。 い も ち ， 紋枯病対

象農薬の 中 に は， こ の 菌 の 生育 を抑 制す る も の が あ り ，

薬剤 の散布時期 によ っ て は E. delPhacis の 発病 を減少 さ

せ， ツ マ グ ロ ヨ コ パ イ の 密度 が無散布よ り 高 く な っ た 事

例 も あ る( 松井， 未発表) 。 天敵 に 影響 の あ る 殺虫剤ばか

りで は な く ， 殺菌剤 も 天敵微生物 に 影響 を 及 ぽす た め ，

栽培ス ケ ジュ ー ル の 中で 殺菌剤の使用 が必要 と な っ た と

き に ， 殺菌剤 の種類， 散布時期 に つい て も 指導指針の作

成が必要 と な っ て く る 。

お わ り に

米 の 輸入 自由 化 の 流 れ を 受 け て ， 日本 の稲 作 の 栽培

が. 1 ， 低 コ ス ト 化 . 2， 良 食 味. 3， 有機栽培 な ど の 差 別

化， に活路 を求 め る 方 向 に あ る 。 微生物防除 は こ のう ち

3 の栽培の差別化の範鳴 に 入 る が. 1 の低 コ ス ト に も 答え

な け ればな ら ない 。

低 コ ス ト 化の た め に は 防除回数の 減少 を 目 的 に ， 作物

害虫 の発生予察の精 度 の 向上 がよ り 強〈求 め ら れ る 。 ま

た ， 要防除水準の設定値 も 変え る こ と が考え ら れ る 。 さ

ら に ， 微生物防除 に 供給 さ れ る 微生物が， 化学合成農 薬

と 同等 に安価で 手軽に 使用で き る こ と が必須 条件 に な る 。

水田で は も と も と 害虫類の密度 の抑 制 に 働 き の大 きい

クモ ， 寄生蜂 な ど の天敵類 を温 存し た 総合 的 な園 場管理
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(注意深 く 観察し つ つ ， で き る だ け手 は 出 さ ない ) の な か

で ， 時 に 発生予察 によ っ て 害虫 の 多発傾向 が認め ら れ る

と き に ， 微生物 を 導入す る ， という 方 向で は ない か と考

え る 。

ウ ン カ シへ ンチュ ウ も ， 自 然農法 を 長期間実 施し てい

る 圃場で は越冬 個体の産卵 によ る 次世代幼虫が飛来 ウ ン

カ に 感染し 密度 を 大 き く抑 制す る ( 日腐 ， 1988) とい

う 。 こ れ ら 微生物の散布 な ど積極 的 な 導入 は ， 増殖な ど

の技術的困難 さ も あ っ て 行わ れてい ない 。 し かし ， 園 場

に お け る 自 然増殖の助長 を促す栽培管理技術の確立 によ

っ て は ， 有効な水田害虫の抑 止力 と な る と考え ら れ る 。

新登録農薬
『その他』

ピスヒドロキシヱチルドデシルアミン剤(5.5.19登録)
本剤 は， 住友化学工業 (株) が開発 し た ナ メ ク ジ類， カ タ ツ

ムリ類忌避剤 であ る 。 忌避作用 は， 本剤 に接触す る こ と に よ り
現れ る 。

商品名:ナメシート
成分 ・ 性状 : 製剤 は， N ， N-ピ ス (2- ヒ ド ロ キ シ エ チ ル) ド

デ シ Jレ ア ミ ン を 6. 0%含む淡褐色 シ ー ト であ る 。 ピ ス ヒ ド ロ キ
シ エ チ ル ド デ シ ル ア ミ ン は 無色 透 明 で ， 比重 0. 91 ， 引火点
18 70C ， 発火 点 260・ C ， 粘 度 90cp ， 屈折率 1 . 462，溶 解 度
(230C) 水 に 難溶， n- ヘ キ サ ン， c-ヘ キ サ ノ ン ， メ タ ノー
ル， キ シレ ン， 酢酸エチル， ク ロ ロ ホ ル ム ， イ ソ プ ロ パノー
ル， ア セ ト ン に は いずれ も 50%以上。 熱， 酸 ・ ア ル カ リ， 光に
比較的安定。

(構造式 CH2CH20H
CI2H25N 

CH2CH20H 
適用作物 ・ 使用 目 的友ぴ使用 方法 : 表ー1 参照。
使用上の注意事項 :

本会発行の最新図書
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① 本剤 を 果樹 に使用 す る 場合 は ， 薬剤付着面 を 外側に し
て 樹幹部 を完全 に一周す る よ う に 巻 き 付 け ， 固定す る こ
と ， 花 き ， 花木類 な どの鉢物 に 使用 す る 場合 は本剤 を鉢の
下 ま た は鉢の周囲 に 設置す る こ と 。

袋ー1 ピス ヒ ド ロ キ シ エ チ ル ド デ シ ル ア ミ ン剤 ( ナ メ シ ー ト )

作物名

果 樹 及 び 鉢物
( 花 き ， 花木類 等)

使用方法

する。

② 本剤 を 設置後一定 の期間が過ぎ， 十分な効果 を 得 る こ
と がで き なくな っ た 場合に は， 適宜新 し い も の と 交換す
る こ と 。

@ 本剤の薬剤j付着面 と 植物体が直接接触す る と ， 薬害 を
生ず る こ と があ る の で， 植物体 に触れな い よ う に 設置す
る こ と 。

④ 本剤 の使用 にあた っ て は使用時期， 使用方法 を誤 ら な
い よ う に 注意 し ， 特 に 初 め て使用 す る 場合 は病害虫防除
所等関係機関の指導 を 受 け る こ と か望 ま し い。

害性 急性毒性) 普通物
通常の使用方法で は そ の該 当 が な い 。

(魚毒性) B 類

植物保護でどよ『イネいもち病を探る』
一一研究室から現場まで一一

農学博士 小野小三郎 著
B 6判:口絵カラー2ページ 本文174ページ

定価: 1，300円(本体1，263円)送料240円

昭和18年以来. 50年余聞に渡って立場ぞ変えながらも一筋にイオ、いもち病と深いつきあいそされて
来た著者が rいもち病の歴史J. rいもち病の科学J， rいもち病の現場Jを諮る。 イオ、の大敵であるい
もち病の実体を探る読み物として最適な書。ーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーー- --ーーーーーーー『司ー- ---ーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーー----ーーーーーーーーー一 一ーーーーーーーー一一一ーーーーーーーーー

お申し込みは， 直接本会出版部に申し込むか， お近くの書庖で取り寄せて下さい(出版者コード: 88926)。

社団法人日本植物防疫協会 〒170東京都豊島区駒込1-43-11
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